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北海道網走市附近地質調査報告

島　田　、忠　夫＊　矢　崎　清 貫＊

Geologic　Survey『s　of　Nat皿al　Gas　and　Oil　near　Abas｝血i　City，East　Hlokkai面

By

Tadao　Shimada＆Kiyotsura　Yazaki

Abstract

　　　In　summer1953，we台urveyed　the　geology　of　natural　gas　and　oil　fields　near　Abaghiri　city．

At　that　time，the　surveyed　area　was　about6k；n2．The　sロrvey　result　is　outlined　below．

　　　　1．The　Abashiri　formation　which　is　intruded　by　igneous　rocks，consists　of　the　alter－

nation　of　coarse　sandstone，conglomerate，and　pyroclastic　rocks．

　　　　2．．The　Masuura　formation，the　contemporaneous　heterogeneous　facies　with　the

．Abas尊iri　formation，is　distributed　near　Masuura．It　consists　of茸ne　sandstone　a阜d　siltstone．

　　　　3．The　Kuruniatomanai　formation　is、overlain　by　the　Abashiri　formation，an（i　is　divid－

ed，in　d弓scending　order，as　follows；

　　　　　　　　　　：Laminated　siltstone　beds（十25m　in　thickness）

　　　　　　　　　　Finesandstonebed＄（180minthickness）

　　　　　　　　　　Massive　siltstone　beds（十100m　in　thickness）

　　　　4．On　the　coast　of　Ponmoi，oil　seepages　exist　on　the　anticlinal　part　of　the　lower

Abashiri　formation．

　　　　5．Gas　seems　to　hav6been　issue（10ut　from　the且ne　sandsto耳e　b¢ds，for　instance，as

in　the　case　of　Abashiri　R－2wel1（depth60m）．

　　　　6．　The　occurrence　of　igneous　rocks　have　two　types　of　flow　and　intrusion　in　the　Aba・

shiri　formation．

　　　　7．The　stratigraphic　relation　of　the　Abashiri　formation　and　the　Kurumatomanai　forma－

tion　iS　a　para－unconformity．

　　　　8．Both　of　the　massive　siltstone　beds　in　the　Kurumatomanai　formation，and　the

、Masuura　formation　seem　to　ha▽e　some　relation　to　the　occurrences　of　gas　and　oi1．

　　　　9．Reservoirs　of　gas　and　oil　are　supposed　to　be　such　rock　formations　of　Abashiri

and　Kurumatomanai，and　the　latter　is　lower　than　the　massive　siltstone　beds。

　　　　　In　the　ubarahai　district，about20km　west　from　Abashiri　city，the　laminated　green

sandstone　beds　and　the　lower　fine　sandstone　beds　are　de▽eloped．upder　the　massive　siltstone

beds．

　、　10，The　Kurumatomanai　anticline　and　the　Masuura　syncline　may　be　promising　foI

boringtest，anditsdepthisestimatedatabout800montheforfner，andmorethan1，200m
on　the　latter．

　　　The　Masuura・syncline　is　considered　to　be　most・suitable　structure∫or　the　test　boring　of

natural　gas　contained　in　the　fossil－water．

1

　　　　　　　　　　　　　　要　　旨

　1．網走市附近は油徴地として古くから知られている

ので，石油と天然ガスを対象として，地質構造，岩相お

よび油徴，ガス徴の状態を明らかにするため，この附近

の地質調査と地形測量を実施した。

　2．区域の中央に半ドーム状の車止内背斜が存在レ，

器燃料部

海上の帽子岩方面へ延びている。このほかポン．モイ海岸

において半ドーム状を呈するポンモイ脊斜がある。

　向斜構造は区域の東隅に，鱒浦向斜，

向斜，西隅に天都山向斜がある。

中央部にポンモイ

　3．網走層は火山砕屑物に富む粗粒砂岩・礫岩・凝灰

岩の互，層で，ところどころ火成岩年よつて貫ぬかれてい

る。
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　調査区域南東隅の大滝の沢から南東部鱒浦方面へかけ

て，網走層の同時異相と思われる砂岩・頁岩の互層また

は凝灰質砂質游泥岩からなる鱒浦層（新称）が分布Lて

いる。、

　4．網走層と鱒浦層基底部の関係は，一見不整合状を

呈しているが，これは一種の偽層であつて，鱒浦層の上

下位に網走層が存在する場合があり，鱒浦層は網走層の

岩相の変化した同時異相と考えられる。

　鱒浦層は鱒浦方面に広く分布し，南東方向へ層厚を増

すものと思われる。

　5．車止内層は，当地域では上部から縞状泥岩層・細

粒砂岩層および塊状泓泥岩層とに細別されるが，、塊状灘

泥岩の下限は，地下にかくれて露出しないため下位の地’

層は不明である。

　6．油徴地はポンモイ背斜が，ポンモイ海岸に達する

ドーム構造部にあり，背斜の軸頂部を構成する網走層の

・粗粒砂岩・細礫質砂岩の互層中に認められる。

　7．車止内層中の細粒砂岩層からは，天然ガスの発生

が認められる。

　8．火成岩は安山岩質のもので，網走層および鱒浦層

を貫ぬいている場合と，網走層中に溶岩流として介在す

る場合とがある。

　9．網走層とその下位の車止内層とは，，平行不整合関

係にある。

　10，石油および天然ガズの根源層乏しての可能匪のあ

る地層は，車止内層の塊状游泥岩層と鱒浦層である。

　11．石油および天然ガスの貯溜層として可能性のある

地層は，網走層・鱒浦層中の砂岩層であるが，車止内層

中の細粒砂岩層も若干可能性があり，塊状湧泥岩層以下

の地層中にも期待がかけられる。

1．緒　 言

網走市周辺には古くから油徴地が存在し，岡村要蔵・

　　　第1図　位置図

渡辺久吉・佐々保雄および井上武らの調査報告が発表ざ

れている。一

今回は網走市市街地を中心とする面積約6km2の地

域を，石油と天然ガスを対象として地質調査を実施し

たQ

地形測量は窪木時雨郎・井上正文が担当し，平板測量

により縮尺5千分の1の地形図を作製した。

調査期間は昭和28年5月23目から6月9目の18日
間であつた。

2．調査目的

調査区域内の地質構造の解明を主とし，併せて岩相・

油徴地・ガス徴地の状態を明らかにすることにあつた。

3．層　　序

　当地域の層序は層序概念図（第4図）に示す通りである

参，各層についての詳細を次に述べる。

　3．1車止内層
　本層の下限は，当地域内に露出Lないが，当地域内で、

は上位から次の3部層に細別できる。

　　縞状泥岩層（層厚25m以上〉

　　細粒砂岩層（層厚約180m）1

　　塊状游泥岩層（層厚100m以上）

　塊状濃泥岩層

　本層は網走市街車止内の沢およびトンネル附近に露出

レし，車止内背斜の核部を構成している。無層理塊状でや

や硬質，暗灰色ないし青灰色の溝泥岩相を示し，大型化

石をまれに含んでいる。一見いわゆる硬質頁岩状を呈．

し能取層の一部と誤認されやず“。

　本部層は石油および天然ガスの母岩としての可能性を

有するかもしれない。

　上位め細粒砂岩層とは整合である。

　細粒砂岩層

　本層は車止内の沢およびポンモイ石切場附近に分布

し，主として淡青灰色ないし淡灰色り細粒砂岩からなり

ほとんど無層理，1部分的に凝灰質であつて，まれに中粒

砂岩を挾む。　　　　　　　　　　　　　’

　比較的多く化石を産L，得たものは次の通りである。

　　P6zゆlo郷αツo舟oツα郷θi　MAKIYAMA　．

　　ylol4伽sp．

　　ル77吻伽sp．

　　D6吻」2翻sp．
　ポンモイ競馬場附近の沢において，天然ガス基礎調査

のため網走市当局が深度60mの坑井を掘難した際に，

この細粒砂岩層中から天然ガスの湧出をみた。この際坑

井中のガス附随永は，メタンにより飽和されていたが，
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砂岩の孔隙率ならびに浸透率が少なく，自噴せず，湧出

したガス量も僅少であつた。

　本部層は孔隙率および浸透率が若干良くなれば，石油

および天然ガスに対しての囎岩（Reservoir　Rock）とな

りうるであろう。

　縞状泥岩層

　本層は車止内の沢および競馬場の沢に露出する。游泥

岩と砂質游泥岩の細互層からなり，全般的に軟質である。
　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　本部層は網走層の下位にあって，層厚を若干変化する

点，岩相が網走層と著しく異なつている点，および対比

上の観点からして，網走層とは平行不整合関係にあるも

のと考えられる。また下位の細粒砂岩層とは整合であ

る。

　3．2網走層
　本層は天都山・ポンモイおよび網走台地などに，第四

紀洪積統の美幌層によつて不整合に覆われて広く分布す

る。火山砕屑物に富む粗粒砂岩と礫岩との互層からな

り，細粒砂岩・游泥岩・中粒砂岩・集塊岩を互層中に混

じえているほか，安山岩質熔岩を層状に挾み，しばLば粗

粒玄武岩質安山岩の岩脈によつて貫ぬかれている・まれ

に二枚貝化石を蔵するほか化石はほとんど産出しない。

　区域南東隅の大滝の沢から鱒浦方面へかけて，網走層1

の一部が急激に細粒化Lて泥質となり，網走層とは岩相

上著しく異なつた地層とな為。この地層は網走層と不整

合状の外観を呈する部分もあるが，南方潮見方面では上

位に網走層上部が重なつているQで，本層を網走層の同

時異層として区別L，鱒浦層と新称した。

　調査区域北方の能取半島東岸において，網走層が安山

岩の岩脈に貫ぬかれた場合には，岩脈の接触部にしばし

ば油徴がみられる。ポンモイ海岸においては網走層基底

部に近い粗粒砂岩中に油徴が存在し，海水面上に油膜を

拡げている。

　3．3　鱒浦層（新称〉

　模式地；　網走市鱒浦の勇仁川中流力）ら沢口までの

間Q

　層序関係；　網走層の下部を一見不整合に覆う場合と

整合的にのる場合，および本層が網走層の安山岩輩熔岩

流や火山砕暦物に富む粗粒岩に，直接覆われる場合とが

ある。したがつて本層は網走層中部の同時異相であり，

鱒浦および大滝の沢附近では両者はinte面nger関係に

あるものと考えられる。

　分布範囲：　区域南東部大滝の沢からその南東部にか

けて分布するが，露出の良好なのは鱒浦附近を中心とし

て，鱒浦海岸に注ぐ各沢の流域である。

　層厚：鱒浦附近においては230mマあり南東方へ層

厚を増す傾向がある。

　岩相二　模式地においては游泥岩と頁岩が優勢で，そ

れらと細粒砂岩・中粒砂岩の互層であつて白色細粒凝灰

岩をまれに挾む。

　このほか大滝の沢附近では塊状無層理の細粒砂岩ない

し灘泥質砂岩の場合と，灘泥岩・頁岩・ズコリア質粗粒

砂岩の互層の場合とがあり，岩相の水平変化はかなり著

しいQ

　構造二　網走層とともに摺曲構造を形成する。

　時代；　時代決定に役立つ化石は，未発見であるが，

層位的に中新世中期である。

　対比二　北海道中部の川端層，、北見地方の増幌層，釧

路地方の忠類層等に対比される。

　備考：　網走層との関係が明らかに観察されるのは，

ポンモイ海岸大滝の沢およびその南の小沢であつて，網

走層の下部の粗粒砂岩・礫岩の互層の上位にそれらを斜．

に切つて大きな偽層のような状態で一見不整合状に鱒浦

層がのつている。そこでは両層は走向∋傾斜を異にし，

岩相が急変し宅いる。すなわち上位の地層は塊状無層理

の細粒砂岩ないし游泥質砂岩の場合と，硬質頁岩・灘泥

岩・中粒砂岩の互層の場合とがあり，下位の地層は火山F

砕屑物を含む粗粒砂岩である。

　下位の網走層の層厚はポンモイおよび潮見附近におい

て約150mに過ぎない。一般には層厚650mの網走層

の上位には能取層が存在し，網走周辺では両層の関係は

整合であるので，不整合状に網走層下部の上にのつてい

て，かつ能取層とも岩相の異なるこの地層を網走層と能

取層から区別して，新たに鱒浦層と命名した次第であ

る。

　また鱒浦川上流では本層の上位に整合的に安山岩質熔

岩流があり，その上位に火山砕屑物に富む網走層がのつ

てくる。・この区域の本層は層厚を減じ，岩相も灘泥岩・

頁岩・スコリア質粗粒砂岩の互層となつている。すなわ

ち本層は西から東へ，また北から南へと，層厚を増L，

より泥質になる傾向を有する。

　このように本層の上位と下位とに網走層が存在する点

から考えて，本層を網走層中部の同時異相と考え，不整

合状にみられる基底面は層間異常的な関係を示すものと

みる。

　3．4　美幌属
　本層は上述の各地層を不整合に被覆して広範囲に分布

　している。下部約10mは，主と・して礫・砂からなる

が，網走市街地附近では火山灰・粘土・砂等の互層から

　なる。

　　この砂礫層から上位の部分は主とし浮石質火山灰であ

るが，砂礫層との境界にはしばしば泥炭層が挾まれてお

　り，その分布区域は地域内ではポソモイ海岸附近の各沢

39一乱171）

＼

’1



／　F

地質調査所月報　（第9巻咤第3号）

・・愚鑑悪■・纂瀞

o

　　蓉抄

窪6　グ・

　き　
　Nぶ
　継　緊

諺
レィワリ

婁獲　・
、矢

都
山

　　きヲヨ
ー一η多「 z’

＼　　、、一

z　　勿、簸　　　，＼・

　・　1／　　　　　　／
1　2　1

40一（172）



北海道網走市附近地質調査報告　（島田忠夫・矢崎清貫）一

飽　。。。3，㌶帽子岩

　　　　　　　　　　舶ク海／

　　　　　　　　　　　　　　ノ

懸心罐’一2　　　　－X響？5　　・”価
　　蒜　　　　　　　　　　　　　　1〔『一一一審一。一＿　O　z

舗“ロF

　ロ　
ロコ　　ち

’粋翌灘

lOSβ2ノ切

鴎　　　・
　尾　　　s12
　、
　ヤ

鋤鞭

　s665　　一

　ρ　ぎ、剛

犠』　一

緯』　一　　忽
ビ　　　　＿

　　衡

〃左

楼

2

　な

o

o

髭　．

壽，

o

　ち
s1欝、

鋲』～、

lI。

3　4

浬　、「

！　「

心

．要

o

o　o

』　口

o’

翼

＼Nx＼　㊥

斜

3揃　2■

二雛」’

　　　

％．

・595

黛

　　　　　　イ
》△779－野

　　’ノ
．　　悉

黙’
　　N。

5〔）o

ス

0

…“

o

Z　o

：
．
巽“

6：51～『‘θ

訂彰・

醐　　　　　0

　…黛　o』～
鵬繕訴擢や

2一　　　　令　　　　4。・、
2　　　鯵
　　人
　柘
　蒸

　　ゆ§ミ　・

！ooom

驚

駕

◎

．繋

　独　　￥，し
　　）ヤ、

第2図　網走市附近地形飼よび地質図

41一（173）



o

地質調査所月報　（第9巻　第3号》

50G　　　　　looom

L一＿＿　　　＿＿＿」

網走市

　　　　　

　　　　　O　　　　　　 r戸＼　　　 襯

　　　　　z一一一・F「、…　　　　初、～＝．二構懸H　豪

「沖羨層　　 　　　機漁蒐
ハ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　が

悪美．義懸　　　　　　　　　慣∴
　　　　　　　　　　　　　　　桂が函』
皿恥纏

璽鞭ず1・．．1募、．．．凱弥豪．ぶ．、　冤人襲、

　　　　　／　　，
自　　　 ＿崖…ぎ安　山　石

1圃轟雛　彰
／一軸携嘱
ノィ鏡裂軸
　ノ！！　断　唇　線

　おメ／／堆質断区緑

．◎彪試雄弁イ立置

文　化石産出地

⇔　：雀　御　地

、ガス徴地

・魂謡噂　・、

一溢　蕉
悉

　　　　　＼
娩i’　、．¢．鯉、苧

　　　、』－　　　　一一尺一
’導　　一藝．、　　　見

喜．霧
喬距線は20m突

　　　　3　＼

、翼

ーノ

較
網　走　巷

／・

卍　　　⑳’＝’

　　　　．．ボンモイ　　　　　　　　　　　＼　　　　　　　　　　　　　　　ノ

　　　　　　，含
　　　斌1裂’　、　　　　　紹
　　　　莇藝7『哲　　ρ
　　’　　瑠磯，．鰻　・

、、N、継熱

　　　　　　．灘蓬

　　、　一　・難霧…

、一《　　z　　・薫

邸

　3すうら’　　　＼＼

鱒浦

∂
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ノ

である。この附近では泥炭層の層厚は10cmから約

2mまでに変イヒし，膨縮がはなはだしい。

4．対　　比一

網走層の上位に整合にのる能取層は，いわゆる硬質頁

岩層で，岩相の上から上部中新世の稚内層・越川層に対

比されるものであろう。

　したがつて能取層の下位の網走層ば，化石に乏Lい

が，岩相の上からと，下位の車止内層と平行不整合関係

である層位的な関係から考えて，川端層・忠類層・増幌

層に対比される。

網走層の下位の車止内層は従来も滝の上層に対比され

ているが，縞状泥岩層』細粒砂岩層・塊状游泥岩層は岩

相の上から築別層・鬼志別層等に対比されるものと考え

られる。

　美幌層は泥炭層を挾有し，各地層を不整合に覆う、点と

岩相のうえからして，帯広唐・釧路層等に対比されるも

のと考えられる。

5．地質構造

調益区域内には車止内背斜・ポンモイ向斜・ポソモイ

背斜等がある。

車止内背斜は，、車止内の沢附近に存在し，核部は車止

内層の塊状瀕泥岩層によつて構成されており，背斜軸

は，南南西に沈降し，』車止内の沢奥では半ドーム構造を

形成するが，北北東の部分ば市街地を通り帽子岩方面の

海中に延びていると推定される。

　ポンモイ背斜は，ポンモイ海岸から南南西方向へ延び

て存在し，核部は車止内層の細粒砂岩および縞状泥岩層

によつて構成され，ポソモイ海岸では半ドーム状構造を

示している。このほか区域の西隅に天都山向斜，東隅に

鱒浦向斜が存在している。

　上記の構造を切つて，ポンモイ海岸から西方へ延びる

と推定される断層線（ポンモイ断層）がある。

　この地域の火成岩は安山岩質熔岩流と安山岩脈であ

り，その噴出時代は網走層堆積中のものと，網走層堆積

以後のものがある。
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6．油徴およびガス徴

　網走市附近の油徴地は能取半島東海岸の美岬附近，同

じく東海岸の大沢入口，大沢から約500m南方海岸，

大沢から約1，200m南方海岸などで安山岩の岩脈の周

辺に認められる。

　調査区域内ではポンモイ海岸にあり，油徴はポンモイ

背斜の海岸における軸部の網走層基底部に近い，粗粒

砂岩・細礫の互層中の小亀裂に少量の軽質油が浸潤して

いるものである。

　この油徴は他の油徴地が，ほとんど火成岩に関係した

部分に存在するのに反して，水成岩中に火成岩と関係な

く存在する点で注目される。

　上記油徴の状況から推察して，もし石油鉱床が存在す

るとすれば，おそらく網走層より下位の地層中ではない

カ・と考えられる。

　ガス徴地は網走港口帽子岩，車止内の沢の天都山中

腹，ポンモイ競馬場の沢などに存在する。

　帽子岩のガス徴地では，帽子岩のなかにコソクリート

ケイソン製作のための，深さ約7mのドヅクがあり，

その内部にガスが湧出している。全島は安山岩からな

り，ドック底の安山岩中の小亀裂から可燃性のガスが約

o．5m3／day程度湧出していて，若干の湧水を伴なつて

いる。

　昭和28年網走市役所はこXに深度20m．および50m

の2本の坑井を掘墾したが，R－1号井（深度50m〉から

は水を伴なわずにo．1m孕／dayのガスが湧出し，R－3号

弁（ドック底からの深度20m）からは現在47m3／dayの

湧水とともに，o．2m3／dayのガスが発生している。な

おR－1号井の掘墜直後には，ガスが約70m3／dayの割

合で暫時噴出した。

　天都山中腹では，往時民家で飲料水用の井戸を掘つた

際に，井戸Qなかから相当量のガスが湧出し，危険なた

めに井戸に蓋をしてしまい，現在もそのまXになつて

いる。

　ポンモイ競馬場の沢のガス徴は，網走市役所が石油お

よび天然ガスの調査用に，昭和28年にこの沢に掘墾し

た深度60mのR－2号井に認められたものである。R－

2号井からは水を伴なわずにo．1畑／day程度のガスが

発生している。こNの地質は0（ゾ5mは表土，5～20m

は車止内層の縞状泥岩層，20～61mは細粒砂岩層であ

り，少量のガスは細粒砂岩層から発生しているもの≧思

われる。

　このほかに鱒浦川中流のポン毛イ背斜の軸頂部附近

で，道路工事中に網走層の粗粒砂岩中から可燃性ガスが

湧出し，人々が焚火をしたという話がある。

7．未解決の問題

1．深度60m以深の坑井が存在しないことと，油徴

とガス徴が火成岩に関係深く，かつ火成岩体中のものも
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あつて，含油層および含ガス層の層位を的確に．つかむこ

とができなかつた。また当地の天然ガスの性質が油田ガ

ス・準石油ガス・共水性ガスのうちのいずれに属するも

のか不明である。

　2．網走層の同時異相と考えられる鱒浦層の岩相変化

の状態と，分布範囲が完全に追求されていない。

　3．車止内層の塊状游泥岩層の，下位の第三紀層の岩

相・層厚等は約20k卑西方の卯原内地区の資料だけし

かなく，この地域でいかに変化しているか未知である。

　4．　この地域の第三紀層の基盤をなす地層が古生層

か，またば中生層であるかが未知である。周辺の地質か

ら推定すれば，卯原内地区の古生層が基盤になつている

可能性もあるが，卯原内地区から距離が相当離れている

ので的確な推定は困難である。

8．将来の対策

　1，網走地区の徴候地にみられる石油および天然ガス

は，車止内層またはそれ以下の地層に由莱するものと思

われるが，このうちどの地層が，石油および天然ガスに

対して有望であるかを確認する必要がある。

　車止内層のうち細粒砂岩は，網走R－2号井（深度60m）

の課掘と地化学的試験によつて，一応ガスを含む地層で

あることはわかつたが，試掘井のコアーや，野外地質調

査による観察から考えて）砂岩の粒度が細かくて優秀な

産ガス層とはなりえないかとも，思われる。

　また塊状灘泥岩層も母岩（根源層）としての性質はある

かもしれないが，産ガス層とはなり得ないであろう。

　塊状瀞泥岩層以下の地層は卯原内地区に露出している．

が，同地区の車止内層の塊状游泥岩層以下の地層は次の

通りである。

　　　　塊状游泥岩層　　層厚310m．

　　　　縞状緑色砂岩層　　ケ　210m

　　　　下部細粒砂岩層　　ゲ　310m　・

　これらのうち産ガス層として期待のかけられるもの

は，縞状緑色砂岩層と下部細粒砂岩層である。

　これらの地層が車止内背斜附近で，いかに岩相および

層厚を変えて存在するかを確かめることが，もつとも重

要と思われる。

　そのためにはどうしても深い深度の試掘を行う必要が

生じてくるが，望むらくは第三紀層の基盤になつている

地層を確かめる意味を含めて，基盤に達する深度まで掘

難する試掘井でありたい。これによつてこの附近の地質

と石油および天然ガスに対する可能性が判明し，資源開

発の方針が確立するのである。

　2．鱒浦層はその岩相からみて石油および天然ガスに

関連のある地層と考えられるが，この地層の分布状態，

　　　　　享

（島田忠夫・矢崎清貫）

岩相変化，地化学的性質等を探ることは，今後に残され

た問題である。これを解決するためには濤沸湖南方の広

大な地域の地表調査，および場合によつては重力探査や

地震探査が必要である。・

　3．．網走地区の天然ガスの種類が，油田ガス・準石油』

ガス・共水性ガスのいずれに属するかによつて，採ガス

噂
法 塵坑井位置の決定法が異なるため，鉱床の類別と性質

の判定のために試掘井の掘墾の際に，それに伴なつて試

掘井の地化学調査・電気検層・コアー試験・リフト試験

等を実施する必要がある。

　4．網走市周辺の天然ガスの性質が，油田ガスまたは

準石油ガスの場合は，試掘井の位置は背斜部に選定すべ

きであつて，この場合は車止内背斜やポンモイ背斜が対

象となる。．一

　また共水性ガスの場合は，地下水を多量に汲み上げる

　ことが必要であるから，試掘井の位置は向斜部に選定す』

るのが有利である。この場合には天都山向斜，ポソモイ

向斜，鱒浦向斜が対象となる。戸

　すなわち油田ガスまたは準石油ガスを目的として，背’

斜部に試掘を行う際は，この地域で基底層に達する深度

の，もつとも浅い車止内背斜が，候補地として適当であ

　り，掘進深度は背斜軸上で，海水準下800～1，000mが・

必要である。これによつて基盤層に達し，車止内層の塊，

状灘泥層から下位の地層の状態を明確にすることができ

　る。

　一般的なガス鉱床のタイプである共水性ガスを目的ど

　して，向斜部に試掘を行う場合の候補地と，その位置に

おけ’る基盤までに達する深度は，’天都山向斜の網走駅附r

近では海水準下1，400m以上であり，鱒浦向斜の鱒浦－

川附近では海水準下1，200〔4，300即以上である。

　いずれにせよ向斜部においては，深度800mの試錐で・

は塊状湧泥岩層を掘り抜くだけで，下位の地層を確かめ・

　ることができないから，向斜部に試掘をする場合は少な

　くとも1，000mあるいは1，400ni級の試掘深度が必要・

　となるわけである。

　鱒浦向斜では，深度約800mで塊状游泥岩層を掘り抜丁

　くことができると推定されるので，一応予定深度1，000m．

　の試掘で向斜部における塊状游泥岩層の下位の砂岩層の

発達状態を探ることも一手段である。・

　なお1，000m以深の試掘を行う場合は，坑井の仕上．

　げ方法をなるべく深部の地下水を汲み上げることができ

　るように案配して行い，この地下水を温泉に利用すると

　いうことも考えられる。・

9．結　　論

網走市周辺の石油および天然ガスの開発に関Lて今後二
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必要なことは，車止内層の塊状游泥岩層より下位の地層

の状態を調べるために適当な位置に試掘を行い，それと

ともに坑井について種々の試験を行うことである。

　このための試掘位置としては，鱒浦向斜あるいは車止

内背斜がまず対象となるであろう。この場合推定される

地層深度から考察して，基盤に到達するために必要な試

掘予定深度は，車止内背斜では800～1，000mであり，鱒

浦向斜では1，200m以上である。

　すなわち基盤に達する深度は，車止内背斜がもつとも

浅く，試掘に要する直接の経費は一番経済的であること

になる。しかしながらガス鉱床のうちで，もつとも一般

的な共水性のガス鉱床と温泉を目的とした場合は，深度

は若干深いが鱒浦向斜に試掘位置を選ぶことが必要であ

ろうc

　試掘に際しては，その掘進中にコア岬の地化学的試

験，坑内温度測定を行い，その結果と完掘後に行う電気

検層の結果から孔明管璽挿入位置，坑井の仕上げ法など

を決定し，最後に汲上げ試験を行い，試掘井の産ガス能

力の限界を調べる。

　このような各種の試験によつて得られる資料を綜合す

’
る ことによつて，当地区の石油および天然ガスについて

の鉱床の性質や規模が判明し，開発方針を樹立するとと

ができると考える。

　　　　　　　　　　　　　（昭和28年5～6月調査）

　　　　　　　　　　参考丈献

　1）千谷好之助；北海道北見国網走町附近に於ける　一

　　　　　　　　石油徴候と地質に就いて，地学雑誌，

　　　　　　　　Vo1．42，No．491，1930

　2）棋山次郎・千地万造二網走・阿寒湖班地質調査

　　　　　　　　報告，PEAC，未発表資料，1951

　3）岡村要蔵；北海道綱走屈斜路地方地質調査報文，
　　　　　　　　鉱物調査報告，国o．20，1914

　4）佐々保雄・井上武二北見国網走町附近の第三系
　　　　　　　　層序（1）（2）（3），石油技術協会誌，

　　　　　　　　VoL7，1939
　5）・島田忠夫・矢崎清貫二網走市附近地質調査報告，

　　　　　　　　石油技術協会誌，　VoL21，Nα6，

　　　　　　　　1956　、

　6）島田忠夫・矢崎清貫；網走市附近地化学探査報

　　　　　　　　告，石油技術協会誌，VoL22，Nα1

　　　　　　　　1957

46一（178）




